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2022 10 29 「歴代宝案訳注本
全15冊刊行記念連続講座」第3回

宝案から読み解く琉球の交易ネットワーク

『歴代宝案』校訂本に見る
琉球・沖縄史の新たな研究課題

東洋文庫 濱下武志

序『歴代宝案』校訂本の特徴

１．『歴代宝案』と『歴代宝案』校訂本

２．『歴代宝案』校訂本ー復元

文字、表現：手抄・編集本、文字校訂

資料：原典校訂、補充・比定校訂

３．用語集

４．解説・解題、資料目録

５．デジタル化

６．444年間『歴代宝案』関連資料
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1『歴代宝案』関連資料
14c 15 16 17 18 19 20c

スペイン・ポルトガル ------------
英・蘭東インド会社 ------------------
英⽶仏露⽇ 外交文书 -----------

1424 1867
『歴代宝案』 -----------------------------
英公⽂書館葉名琛史料 -----

1850s         1940s
中国海関資料 --------
地⽅志

2 朝貢貿易：北京と福州往復 単位：斤、1斤＝600g

琉球からの朝貢品 琉球国王からの付搭貨物

馬硫黄刀剣象牙香料丁香壇香木胡椒 蘇木錫銅 胡椒

1474： 15 20000＊ 200 300 200 200 1000 8000 500 1500

1529： 4 10000  1000銅1000 
初めて国王から銅

1571： 4 10000 ＊ 100 （Sappanwood）1300 2000 

1638：蔡堅6回目の進貢使節、福州で白糸を納税買付の許可

1644： 10 20000 貝 3000 個 夏布200反
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３鄭和の征⻄と『歴代宝案』
南シナ海季節⾵ー年末に明本⼟を出港し、夏頃に帰着する⾏程

• 1次―3次：1405‐1411年 シュリー・ヴィジャヤ、スラバヤ、
パレンバン、マラッカ、サムドラ・パサイ、セイロン、カリ
カットを往復
• 4次ー7次：1413‐1433年 本隊はペルシアのホルムズに到達
し、分遣隊はアラビア半島やアフリカ東海岸にまで到達

•現地の紛争に介⼊：第1次航海時のマジャパヒト王国の内乱や、
パレンバンの施進卿と陳祖義の争いに介⼊（『歴代宝案』I-43-
08〜16、訳注本第2巻456‐463⾴、参照）

4 旧港（パレンバン）

• 朝貢貿易

• 九州からの漂流民送還

• 琉球の仲介

• 鄭和遠征の地方記録

• 旧港の華人社会とその統治
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5 アメリカ大陸からアジアへの銀流入と琉球
１マラッカ王国（14世紀末〜1511）
• 1511年ポルトガルによるマラッカ占領

２ポルトガルとスペインによる海洋分割
• 1494年のトルデシリャス条約
• 1529年のサラゴサ条約：ポルトガルがモルッカ諸島の胡椒を押さえる。
• 1557年ポルトガルのマカオ居住

３アメリカ大陸における銀の採掘
• 1545年スペインによるポトシ銀山の採掘：ペルー（現在はボリビア）
• 1571年スペインのマニラ築港

4 琉球船のマニラ寄港（E. Blaire and J. Robertson, The Philippine Islands, 1493‐1898,  
全55巻,The Philippine Islands, 1493‐1898 / Blair and Robertson – The University 
Library, University of the Philippines Diliman (upd.edu.ph))

6 マニラとの銀貿易

琉球の朝貢貿易と

アジア海洋貿易ネットワーク
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7
朝貢貿易と
海洋利用の
5層構造

8駐福州イギリス領事報告

１朝貢貿易

２福州の牙行：蘇州と広州への買い出し

３欧州・東南アジアとの交易

４朝貢貿易と実質的な国際交易

５イギリス領事との面会拒否
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９イギリス綿布購入

購入品リスト、量と価格（参考資料）

１広州でイギリス綿布買い付け

２東南アジア特産品

３蘇州で絹の買い付け

４中国産品

５福州での買い付け

６牙行の利用

７イギリスによる情報収集

小結 『歴代宝案』校訂本からみる琉球・沖縄史研究の新たな課題

1 銀の流通と東南アジア・東アジア間交易（胡椒・蘇木と銀の交換）

２ 沿海交易港と国際交易

３ 東南アジアと東アジアの中継

４ アメリカ・ヨーロッパとの交易と交渉ーアメリカ大陸からの銀貿易

５ 社会生活・言語文化・気象・衛生・疫と病

６ 19世紀中葉のアジア：朝貢貿易から税関による貿易管理への移行


